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「政府のアジア経済戦略」

６月１８日、『新成長戦略～「元気な日本」復活のシナリオ～』が閣議決定されました。その中のアジ
ア経済戦略として、２０２０ 年までの目標として『アジア太平洋自由貿易圏（FTAAP）を構築』、『アジ
アの成長を取り込むための国内改革の推進、ヒト・モノ・カネの流れ倍増』、『「アジアの所得倍増」を
通じた成長機会の拡大』を掲げ、「架け橋国家」として成長する国・日本を目指すとあります。

具体的なポイントとして以下の点が挙げられています。

（日本の強みを大いに活かしうるアジア市場）

我が国が先に直面し、克服してきた制約要因や課題を抱えながらアジア諸国が成長していることは、

日本にとって、大きなビジネス機会である。

（アジアの「架け橋」としての日本）

日本がこれまでの経済発展の過程で学んだ多くの経験をアジア諸国と共有し、日本がアジアの成長の

「架け橋」となるとともに、日本の固有の強みを集結し、総合的かつ戦略的にアジア地域でビジネスを

展開する。

（切れ目ないアジア市場の創出）

より積極的に貿易・投資を自由化・円滑化し、また知的財産権の保護体制の構築などを行うことにより、

アジアに切れ目のない市場を作り出す。

（日本の「安全・安心」等の制度のアジア展開）

環境分野や製品安全問題等にかかる日本の技術や規制・基準・規格を、アジア諸国等とも共同で国際標

準化する作業を行い、国際社会へ発信・提案することなどにより、アジア諸国の成長と「安全・安心」

の普及を実現しつつ、日本企業がより活動しやすい環境を作り出す。

（日本の「安全・安心」等の技術のアジアそして世界への普及）

その上で、環境技術において日本が強みを持つインフラ整備をパッケージでアジア地域に展開・浸透さ

せるとともに、アジア諸国の経済成長に伴う地球環境への負荷を軽減し、日本の技術・経験をアジアの

持続可能な成長のエンジンとして活用し、これらの取組を、アジアを起点に広く世界に展開していく。

（アジア市場一体化のための国内改革、日本と世界とのヒト・モノ・カネの流れ倍増）

同時に、日本国内においても、アジアを中心に世界とのヒト・モノ・カネの流れの障壁をできるだけ

除去することが必要。
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株式投資コラム

『スパークス 日本株長期投資のすすめ』

スパークスの株式投資、株式市場などに対する見方を紹介するコラムです。

（「アジア所得倍増」を通じた成長機会の拡大）
これらを通じて、アジアの一員としてアジア全体の活力ある発展を促し、アジア市場における取引活動

を拡大させ、アジアの所得倍増に貢献することでアジア市場と一体化しつつ、日本の大きな成長機会を創出する。
拡大したアジア市場に対して、日本のコンテンツ、デザイン、ファッション、料理、伝統文化、メディア芸術等の「クリ
エイティブ産業」を対外発信し、日本のブランド力の向上や外交力の強化につなげるとともに、著作権等の侵害対
策についても国際的に協調して取り組む。加えて、都市化・地球環境・地球規模での格差の解消など、世界規模の
問題を共に解決していくことにも貢献する。

今後これらの実現に向けた政府の取り組みなどが期待されます。将来の日本経済、日本企業を見ていく中でア
ジア経済は最も重要なファクターの一つだといえます。そのような中でいち早く現地のニーズをつかむ企業を探し
出すことは投資の成功への近道の一つと思われます。

（注）本コラムは、マネックス証券Web-Site「マネックスラウンジ」の「マネックスメール」に掲載され
ている「スパークス・アセット・マネジメントの『SPARX Way』」をもとにスパークスが作成した

ものであります。
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